
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のみなさん、こんにちは！城ネコこと事務局長の望月です♪ 

まもなく大晦日、もう一年が終わります。昨年末、よせばいいのに変な感染症を押して無理やり帰省した

長男の巻き添えをくらい、年末から寝込む羽目になり迎えた正月…昨日の事のように感じます(笑)。私に

とっては本当に早い一年でしたが皆さんにとって令和 6年はどんな一年だったでしょうか？ 

 さて、新春初の見学会のお知らせです。7 月の定期総会時にお配り致しました総会資料の年間予定で

当初 1 月 19 日に予定しておりました第 279 回見学会ですが、諸般の事情により一週遅れの 1 月 26 日

の開催となりました。突然の変更となりましたことお詫び申し上げます。 

 今回のテーマは「青梅の城と新発見の城郭遺構」です。今井城・藤橋城・勝沼城、新発見の「日向和田

要害山城」の縄張りから読み取れる時代背景・築城主体等について、15 世紀後半～16 世紀後半の武蔵

多摩地方の争乱（享徳の乱、長尾景春の乱、長享の乱、北条氏と両上杉氏・上杉謙信との抗争）との関

係性も絡めながら考察していきます。皆さんの参加をお待ちしております！ 

そして会員のみなさん、今年も一年大変お世話になりました！よいお年をお迎えください。 

 

☆ 実施日    令和７年（2025）１月 26日（日） 

☆ 見学地    日向和田要害山城、勝沼城、藤橋城、今井城（東京都青梅市） 

☆ 担当者    望月保宏、稲垣雅一 

☆ 参加費    会員 6,000円、非会員 7,000円 

☆ バス      市沢さんのバス 

☆ 脚力レベル  ★★★☆☆（３） 

☆ 申込方法  お名前、電話番号、乗車地（赤文字で記された場所）を明記の上、       

s-kojouken@outlook.com まで 

☆ 申込締切  令和 7年 1月 22日（水） 

☆ 定員 28名 

☆ 悪天候時、午前６時時点で中止または延期を決定して知らせる。 

 悪天候でも決行する場合（積雪等で東名高速道路が通行不能の場合など）は、長浜城、 

三津城、三津新城などの見学に変更する。 
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☆ 日程（予定） 

8：00        JR静岡駅北口集合、バス出発 

8：15           日本平久能山スマート IC → 東名高速道路 

8：40        富士川 SA 

9：10～ 9：20   足柄 SA（トイレ休憩） 

         （東名高速道路→圏央道 日の出 IC） 

10：45       JR青梅線宮ノ平駅（関東方面からの参加者合流） 

11：00～12：30  日向和田要害山城見学、昼食 

13：00～14：00  勝沼城見学 ＊バスは勝沼城下の光明寺（またはｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ）駐車 

14：15～14：45  藤橋城見学 

            （徒歩）  ＊バスは藤橋城近く（北側の田園地帯）で待機 

15：15～16：00  今井城見学 

16：15       JR八高線金子駅（関東方面からの参加者解散） 

            （青梅 IC 圏央道→東名高速道路） 

18：20～18：30  足柄 SA（トイレ休憩） 

19：00         富士川 SA 

19：25       日本平久能山スマート IC 

19：40       JR静岡駅到着 

 

＊雨天決行、悪天候（積雪等）の場合は、見学地、コースを変更する場合あり 

 

 

(主な見学地の概要) 

 

【日向和田要害山城】 

令和２年（2020）、田中俊輔氏により発見された城郭遺構である。築城主体・年代等については不明で

あるが、尾根上に堀切や曲輪状の遺構が見られる。 

 

 

【勝沼城】 

三田谷（現青梅市域周辺）を勢力範囲とした国衆の三田氏により築かれた、比高約 30ｍの平山城。築

城年代は詳らかでないが、鎌倉時代から続く名族三田氏の居城として、16世紀半ば過ぎまで用いられ

た。永禄６年（1563）三田氏が北条氏照により滅ぼされた後は師岡将景が城主となり、城名も師岡城と改

められた。詳しい廃城時期は不明だが、天正 18 年（1590） 豊臣秀吉による小田原攻めの後に廃城にな

ったと考えられている。 

同城は加治丘陵端の尾根上に占地し、本曲輪を中心に、尾根方面に三の曲輪、丘陵端方面に二の曲

輪を配置している。この三郭を取り囲む様に横堀が全周に設けられ、二の曲輪には東面及び南面に馬出

しが設けられている。また、二の曲輪及び三の曲輪には折れが設けられており、虎口及び馬出しを守る

構造となっている。 

 

 



 

【藤橋城】 

江戸時代に記された『武蔵名勝図会』によれば、北条氏照の家臣・平山越前守が居城を構えたとある

が、築城時期等それ以上の経歴は不明である。 

城跡は霞川の南側、河岸段丘の一段高くなった場所の端に存在しており、比高は５ｍほどである。現

存する遺構は、東西約 70ｍ×南北約 60ｍの曲輪と付属する腰曲輪、土塁、空堀等であるが、南西側と

北東側に隣接する場所にも曲輪が存在したと考えられている。現在は、藤橋城址公園となっている。 

 

 

【今井城】 

多摩川の北岸、加治丘陵の南辺にあり、入間川の支流、霞川沿いの低地に臨む比高約 10ｍの舌状

台地上に築かれており、現在も土塁や空掘が良好な状態で残されている。地元では、この城は今井氏が

城主であったと伝えられている。 

城跡からは、発掘調査の際に板碑(青石塔婆)や宝篋印塔等が城跡内西側の土塁の中から打ち捨てら

れたような状態で発見されている。板碑に刻まれた大永２年（1522）の年号等から、16世紀前半にこの地

を治める勢力の交替があったと考えられている。 

現在残る城跡の遺構は、主郭が四方に土塁を巡らした方形館の形状を呈し、その北側・西側に曲輪・

土塁・堀が設けられており、16世紀半ば以降に改修されたものと考えられている。遺構の様子から、この

改修には戦国大名・北条氏が関わっていた可能性が指摘されているが、改修の目的や廃城時期などは

不明である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城ネコ NEWS 
ニャンコな情報局 静岡古城研究会オリジナル帽子 2種 

 

 
 

タイプ B（黒のみ）￥3600 

次回見学会で車内販売します♪ 

 10年ぶりのモデルチェンジで会員のみならず一般の方からも好評をいただいております、リ

ニューアルデザインの静岡古城研究会ロゴ入りの帽子！ 

次回の見学会で車内販売させていただきます！デザインはタイプＡ（キャップタイプ）とタイプ

Ｂ（ハットタイプ）の 2種。 

城ネコはタイプＢを愛用しておりますが、藪に突入時にあご紐付きは紛失防止に大変役立っ

てます！この機会にぜひ♪（°∀°）ノ 

 

新ロゴデザイン タイプ A（3色）各￥4100 
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